























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































お わ り に
　本稿では契丹国時代の皇帝陵および皇族・貴族墓に関して、現状で明確な報
告文や考察上の手掛かりが得られる事例を選び、占地に関するひとつの試論を
行った。またまだ不明な点が多く、課題も多く存在するが、まずは問題提起を
行うことが肝要であると考えられたので、先学が残した記録や断片的な見解も
総括しつつ、拙見解も併せて論じた次第である。
　本試論を通じて、さらにいくつかの研究課題を認識するに至った。まずは、
唐代の陵墓との比較という視点である。唐の場合、皇帝陵では墓道がほぼ南方
向に開口する構造で陵園プランが設計され、また方形の陵垣等の施設も明瞭に
認められる。その点では、契丹国の皇帝陵は方角は主に東南方向であるものの
バラツキもあり、また方形の陵垣施設を用いるのではなくて自然地形を利用し
て閉塞空間を作り出している例が多く見られる点などで異なっていよう。一方
で、顕著な岩稜を意識した占地などは、唐陵の中で主流を占めた山陵型の陵の
占地方針と通じる点もあると考えてよい。今後は相違点と共通点の考察と史的
評価が必要であろう。
　また、風水思想の影響の有無に関する点については、現段階では明確な根拠
等が乏しいため詳細な考証は困難であるが、前述の祖陵に関する占地には、風
水的思想の影響が看取できるのではないかとも考えられる。
８ 韓 墓誌の前段には、「我聖元皇帝鳳翔松漠、虎視薊丘。獲桑野之媵臣、建柳城之冢
社」とあり、後段には「明年（重煕七）二月十七日、葬公於柳城白 山之朝陽、以先
夫人蕭氏合袝之、従祖考之宅兆、礼也。」と見える。他方、『遼史』巻三十九・地理志
三の興中府９条に、彼の祖先の韓知方（古）が柳城を維修して興中府と為す際に大き
く関与した記事がみられることと合わせて考えれば、韓 らの墓地がこの地に設けら
れた経緯がある程度推察されるであろう。
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　以上の拙見解が、今後も予測される新たな発見により見直され、将来的に新
たな見解が提示されていくことを期待しつつ、擱筆する。
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